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対するリスク評価を実施し、また必要とされる診断、治療等の対応手段の開発につながる

研究を優先する。 

 

  ② 抗酸菌の慢性持続性感染の機序の解明と発症予防と治療法の開発に関する研究 

                                 （２２１８０７０１） 

近年、特に高齢者において加齢による免疫能の低下による結核や非結核性抗酸菌の慢性

持続感染からの発症による感染拡大、重症化への対応が臨床現場においても問題となって

いる。このため、明らかになりつつあるが未だ解明不十分な抗酸菌の慢性持続性感染の機

序を解明し、その成果が発症予防、治療のためのワクチンや新規治療薬の開発等につなが

る研究を優先する。 

 

  ③ 真菌感染症の病態解明に基づく検査・治療法の確立と国内診断・治療ネットワークの構

築に関する研究                       （２２１８０８０１） 

近年、免疫抑制療法や免疫能低下をきたす者の治療等における深在性真菌症（内臓真菌

症）や輸入真菌症への対応が臨床現場においても問題となっているが、我が国では真菌症

に対する医療従事者における認知や診断・治療の診療ガイドライン等の整備・普及が十分

とは言い難い。このため、これまで蓄積されてきた真菌症に関する研究を踏まえた新たな

検査・診断法・治療の開発や、また診断・治療にかかるガイドライン等の作成を行う研究

を優先する。 

 

④  海外からの旅行者により持ち込まれて国内で感染拡大が危惧される寄生虫等の希少な

感染症への対応に関する研究                 （２２１８０９０１） 

近年、日本人の海外旅行者や外国人の国内長期滞在の増加により、国内では希少な感染

症に海外で感染し国内で他者に感染させるリスクの増大が危惧されるが、特に、寄生虫等

（その他真菌、細菌等の病原体含む）による感染症については医療従事者の認知や診断能

力が不十分で見逃されている症例がある可能性がある。このため、これらによる感染症の

侵入監視や診断・治療水準の向上のため、基礎及び臨床の研究者が意思疎通を図り、その

実態と病態の把握、診断・治療に関する関係者のネットワークの構築と研究成果のデータ

ベース化や還元につながる研究を優先する。 

 

  ⑤ 海外からの侵入が危惧される野生鳥獣媒介性感染症の疫学、診断・予防法等に関する研

究                               （２２１８１００１） 

我が国での発生はないが、近隣諸国で発生が認められ、飛来や船舶等とともに我が国に

侵入することが危惧されている野生鳥獣媒介性の感染症については、十分な情報が得られ

ていない状況にある。このため、発生国の専門家と連携協力体制を構築し、当該感染症の

近隣諸国等での発生状況等の把握、疾病の診断・予防法の確立、研究成果等の情報還元に

よる感染症予防につながる研究を優先する。 

 

  ⑥ 動物由来感染症の制御に向けた診断・予防法の確立、動物由来感染症サーベイランスの

強化等に関する研究                      （２２１８１１０１） 

動物由来感染症に対しては、近年、欧米を中心に「One Health」の考え方に基づき、人

が健康であるためには人間のみならず家畜や野生動物さらには環境全体での健康の維持の

視点が重視されている。このため、感染症、公衆衛生、動物衛生、野生動物等の専門家が

連携協力を構築し、外国の研究者との情報交換を図りつつ、動物由来感染症に関するサー

ベイラインスの実施、診断法の確立、有事の感染予防法の検討等、動物由来感染症のより

強固な制御につながる研究を優先する。 
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  ⑦ 重症呼吸器ウイルス感染症のサーベイランスと制御に関する研究（２２１８１２０１） 

急性呼吸器感染症を引き起こす病原体は多数存在し、これらは「かぜ症候群」を引き起

こすのみならず、特に高齢者や基礎疾患を有する者においては肺炎等の重症化につながる。

これらの感染症は、症状が似ているため医療機関においてはその鑑別が十分になされてい

ない可能性があり、ある感染症の異常発生等が的確に把握されない場合も危惧されている。

このため、全国の地方衛生研究所等関係機関との連携協力によりこれらの起因ウイルスに

関する診断能力の向上、サーベイランスによる発生等の把握が可能な体制整備につながる

研究を優先する。 

 

  ⑧ 早期麻疹排除及び排除状態の維持に関する研究        （２２１８１３０１） 

ＷＨＯにおいては、２０１２年までに西太平洋地域から麻疹を排除する計画が掲げられ

ており、我が国でも麻疹排除に向けた取組が本格的に行われている。この取組を行う課程

で、更なる接種率の向上等の課題や、現状における全国の検査診断技術の向上、診断体制

の強化等に対する課題等が明らかになりつつあり、麻疹排除の一層の促進や、また排除状

態の維持を視野に入れた対応が必要である。この観点から、接種率の向上・維持に資する

研究又は全国の地方自治体における検査診断能力の向上と診断体制の構築、麻疹排除の目

標達成後を視野に入れた対応につながる研究を優先する。 

    

⑨ 重症型のレンサ球菌感染症等（レンサ球菌、肺炎球菌等）のサーベイランスの構築と病

因解析、診断治療に関する研究                （２２１８１４０１） 

レンサ球菌、肺炎球菌による重症事例は、近年、高齢者のみならず青壮年においても認

められており、また、肺炎球菌はインフルエンザ等のウイルス感染症の合併症としても臨

床現場において問題となっている。これらによる重症例の発生状況の把握と病態について

は、未だ十分な知見が得られていない。このため、これら劇症型レンサ球菌、重症型の肺

炎球菌感染症等に関する病態解明と症例の解析による重症化防止、診断、治療の指針等の

作成につながる研究を優先する。 

 

 （ウ）国際的な感染症ネットワークを活用した対策に関する研究分野 

   国際的な感染症の発生状況の把握や他国との連携は我が国の迅速かつ適切な感染症対策

を実施する上で必要不可欠である。また、アジアを含む周辺諸国における発生動向の正確

な把握や当該国におけるコントロールは、我が国における新たな感染症から国民を守る重

要な対策となる。アジア諸国を中心とした感染症の状況の把握、相手国の感染症対応能力

の向上及び研究ネットワークの構築により我が国の感染症対策を効果的な実施するための

研究を行う。 

 

  ① 高病原性鳥インフルエンザの診断・治療に関する国際連携研究 （２２１８１５０１） 

高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１等）由来の新型インフルエンザ発生の可能性は未

だ低下していない。これらが引き続き発生しているアジア諸国における高病原性鳥インフ

ルエンザの病態や病原性の変化等の知見は十分に得られていない。このため、人への感染

事例を認めるアジア諸国の医療機関、研究機関と協力・連携することにより、高病原性鳥

インフルエンザの病態の把握と適切な診断・治療の開発につながる研究を優先する。 

 

  ② エンテロウイルス感染症制御のための診断・治療に関する国際連携研究 

（２２１８１６０１） 

1990年代後半には、マレーシア及び台湾で、2008年には中国でエンテロウイルス感染に
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よる手足口病の大規模な流行が発生し、これらの諸国での大きな公衆衛生上の問題となっ

ているとともに、我が国への感染拡大も懸念されている。このため、これらの諸国と連携

し、東アジア地域における感染サーベイランス体制を構築するとともに、適切な診断・治

療の開発につながる研究を優先する。 

 

  ③ その他、アジア諸国等との連携協力が我が国の感染症対策の推進に有効な国際連携研究 

（２２１８１７０１） 

アジア諸国を中心とした感染症の状況の把握、相手国の感染症対応能力の向上及び研究

ネットワークの構築により我が国の感染症対策の効果的な実施につながる研究を優先する。 

   

（エ）感染症対策にかかる基盤整備に関する研究分野 

  多岐にわたる感染症の予防、診断、治療等に関する研究の推進につながる基盤技術の研究、

幅広い感染症に対する効果的な対応につながる応用技術の研究等、幅広く感染症対策全般の

推進につながる基盤整備となりうる研究を行う。 

 

   ① 感染症に対する適切な情報提供、リスクコミュニケーションに関する研究 

（２２１８１８０１） 

新型インフルエンザH1N1発生時においては、対策の適切な実施には国民への十分な情報

提供と国民の理解が重要であることが再認識されたが、このことは、その他の感染症対応

においても同様と考えられる。このため、現在、国内での発生はないが、今後、発生する

こと等により国民の大きな不安を生じることが危惧される感染症について、平素からの効

果的な情報提供や理解の促進につながる研究を優先する。 

 

  ② 病原体の培養系や感染用実験小動物が確立されていない病原体の実験系の開発に関する

研究                             （２２１８１９０１） 

培養細胞系で増殖能を持たない非増殖型病原体、感染用実験小動物のない病原体等の実

験系が確立されることにより、診断、治療、ワクチン開発に関する研究を劇的に推進でき

ることが期待される。このため、これらの開発、実用化が比較的短期間で見込まれる研究

を優先する。 

 

  ③ その他の広く感染症対策の推進につながる基盤整備に関する研究（２２１８２００１） 

    多岐にわたる感染症の予防、診断、治療等に関する研究を推進する基盤技術の開発、幅

広い感染症に対する効果的な対応につながる応用技術の開発に関する研究を優先する。 

  

【若手育成型】 

新興・再興感染症の研究分野への研究者の新たな参画を促進し、感染症対策に関する研究

の推進を図ることを目的とする研究               （２２１８２１０１） 

課題の採択に当たっては、【一般公募型】の課題のうち「（エ）感染症対策にかかる基盤

整備に関する研究分野」に関する研究を優先する。 

 

＜研究計画書を作成する際の留意点＞ 

ア．目標を明確にするため、研究計画書の「９．期待される成果」に当該研究により期待され

る科学的成果及び当該成果によりもたらされる学術的・社会的・経済的メリットを具体的に

記載すること。また、「１０．研究計画・方法」に、年度ごとの計画及び達成目標を記載す

るとともに、実際の医療等への応用に至る行程を含めた研究全体の具体的なロードマップを

示した資料を添付すること（様式自由）。 


